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Ⅴ．特記事項 

1.東京 2020オリンピック･パラリンピック応援プログラムの実施  

本学では、平成 26(2014)年 6 月に一般財団法人東京オリンピック･パラリンピック競技大

会組織委員会と連携協定を締結した。東京オリンピック･パラリンピックを通して地域住民

に、スポーツに対する興味･関心を持ってもらう機会を設け、東京 2020 オリンピック･パ

ラリンピックプロジェクト本部会及び東京 2020 オリンピック･パラリンピックプロジェ

クト専門委員会を設置した。また、有志の学生からなるオリパラクラブを設置し、オリン

ピック･パラリンピックプロジェクトと連携しボランティア活動を行っている。東京 2020
オリンピック･パラリンピックプロジェクト主催の特別講座開催は、平成 26(2014)年のキ

ックオフイベントから毎年実施しており、合計 45 講座、延べ 4,500 名以上が参加してい

る。令和 2(2020)年度においては新型コロナウイルス感染症(COVID-19)拡大の影響により、

特別講座は開催できていないが、オリパラクラブの学生が作成したアスリートへの応援メ

ッセージ動画を、本学ウェブサイトに掲載した。また、小･中学校への授業サポート、自治

体開催の講座やお祭り等のイベントのサポートや演技披露をはじめ、要請のあったボラン

ティア活動には本学に所属しているオリンピック出場経験のある教員や学生を講師として

派遣し、地域連携を深めている。今後については、新型コロナウイルス感染症の状況にも

よるが、令和 3(2021)年度は令和 2(2020)年度に中止となった本学でのパブリックビューイ

ング、事前キャンプ受入れ、観戦ツアーの実施等を検討している。 
 

2.教職ラーニングステーション開設 

本学は、日本初の女子体育教師養成学校として、これまで多くの女性教員を輩出してお

り、女子体育教師養成において多大な貢献を果たしてきた。こうした本学の伝統と特色を

継承し、将来に向けて本学のさらなる充実･発展の実現に寄与していくために、本学では、

令和元(2019)年度、教職センターに｢教職ラーニングステーション｣を開設した。平成

30(2018)年度から通年で実施している各教員採用試験対策講座を｢教職ラーニングステー

ション｣の｢重点事業｣と位置付け、現在まで継続している。その結果、実績として平成 
29(2017)年度 6 名、平成 30(2018)年度 7 名、令和元(2019)年度 11 名、令和 2(2020)年
度 15 名と合格者が増加し、着実に事業の成果を挙げている。さらに本学では、卒業生の

教育職員採用試験受験者が多く、令和 2(2020)年度の公立学校教育職員採用試験結果は把

握できるだけで、受験生 461 名、一次合格 150 名、名簿登載 88 名となっている。このよ

うなことから、教職ラーニングステーションは卒業生も受け入れており、常時利用した 6
名の卒業生全員が採用試験に合格している。このように、日本初の女子体育教師養成学校

という伝統を守り続け、多くの女子体育教師を輩出している【資料特 1-1】【資料特 1-2】
【資料特 1-3】。 
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